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北海道胆振東部地震 厚真町視察 
活動報告書 

 
弘前大学ボランティアセンター 学生事務局 垣内雅仁 

 
 2018 年 9 月 24 日・25 日、北海道胆振東部地震の被災地である北海道厚真町

にて、現地視察およびボランティア活動を実施しました。 
 9 月 24 日は、まず災害ボランティアセンターが設置されている『厚真町教育

委員会 遺跡調査整理事務所』を訪れました。14 時頃に到着し、早めに作業を

終了されたボランティアの方が活動報告書を手に、ボラセンに戻って来られて

いる様子が見受けられました。ボラセン前に掲げられたボードによると、この

日のボランティア活動人数は 210 名、活動内容としては、家財搬出・廃棄、室

内片付け、物置・車庫の片づけ、災害ごみの片づけ、避難所支援・清掃等との

ことでした。戻って来られたボランティアの方から、吉野地区の被害が甚大と

の情報を入手し、早速現地に向かいました。死亡者が出た吉野地区は、通行止

めのため進入出来ず、迂回路から地区の被害状況の視察をおこないました。吉

野地区は山に沿って住宅が建てられており、その大半が山の中腹から崩れ落ち

た土砂により押しつぶされている様子、また道路上にも多くの土砂が堆積して

いる様子が見受けられました。多くの重機により、復旧作業が行われていまし

た。 
北海道道 235 号線を更に東に進むと、長距離に渡って山の中腹から土砂が崩

れ、それによって田畑に大量の土砂や倒木が堆積していました。町内の主要道

路にも土砂が堆積し、至る箇所で通行止めとなっていました。道道 235 号線を

戻り、ボラセン近くの避難所である、厚真町スポーツセンターに持参したリン

ゴジュース 2 箱を届けたのち、厚真町役場等のある中心部に向かいました。こ

ちらでは地震の揺れによる建物等への被害も大して見受けられず、中心部とそ

の周辺との被害状況の差が印象的でした。 
 2 日目となる 9 月 25 日は、厚真町のボランティアセンターで受付をし、活動

をおこないました。希望する活動内容に分かれたのち、グループの人数を基準

にそれぞれの活動場所に振り分けられました。結果、私たちは 10 名程のグルー

プで個人宅の倒木の撤去をおこなうことになりました。現地を訪れると、個人

宅の裏山が崩れ、畑に土砂と倒木が堆積していました。地滑りにより、土砂が

100m ほど押し寄せてきたとのことでした。チェーンソーを使える方が倒木を短

く切断してくださり、それらを人力で運び、トラックに載せるという作業を繰

り返しました。2 時間程で全ての倒木を運び終え、活動報告書の提出と他の活動

要請を受けるため、ボラセンに戻りました。 
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 戻ると、すぐ次の個人宅が見つかりました。早速現地に向かうと、物置とな

っていた小屋が倒壊し、多くの災害ごみが山積みされていました。小屋の屋根

や柱、また中に入っていたものを分別し、軽トラックに積み込み、集積場まで

運ぶ作業をおこないました。お宅の方も、まさか厚真町でこれほど大きな地震

が、と驚かれていました。高齢者夫婦のお宅で、大量の災害ごみを自分たちで

はとても処理できなかったとのことでした。活動終了の予定時刻も迫り、作業

を終えたところで、実際に生活されていたお宅を見させていただけることにな

りました。お宅は地滑りにより数十センチ移動し、玄関側に少し傾いていまし

た。中に入らせていただくと、傾いているのが実感できるほどでした。 
 今回の視察で、地震の揺れそのものよりも、それによって引き起こされた土

砂崩れ、地滑りによる被害が大きかったことを実感しました。また、ボラセン

や避難所はマスコミ関係者の立ち入りを禁止しており、外部の受け入れに少々

敏感であることを感じ取りました。ボラセンは厚真町のみならず、全道各地の

社会福祉協議会等から派遣された方々がローテーションを組んで運営している

ことが分かりました。 
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